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平
成
23
年
度
は
、
本
市
の
掲
げ
る
ま
ち
づ

く
り
の
将
来
像
「
あ
な
た
が
活い

か
す
、
み
ん

な
で
育
む
、
安
全
と
安
心
の
ま
ち 

本
庄 

～

世
の
た
め
、
後の

ち

の
た
め
～
」
の
実
現
に
向
け
、

着
実
に
市
政
の
進
展
に
邁ま

い
し
ん進
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
行
政
経
営
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
】

　
「
景
気
は
、
持
ち
直
し
に
向
け
た
動
き
が
み

ら
れ
、
足
踏
み
状
態
を
脱
し
つ
つ
あ
る
。
た

だ
し
、
失
業
率
が
高
水
準
に
あ
る
な
ど
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
」
と
さ
れ
る
な

ど
、
依
然
と
し
て
混
迷
し
た
状
況
に
あ
る
中
、

少
子
化
、
高
齢
化
が
進
み
人
口
が
減
少
す
る

と
い
う
、
近
代
国
家
始
ま
っ
て
以
来
の
拡
大

基
調
か
ら
、
一
転
し
て
未
だ
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
経
済
は
拡
大
し
続
け
る
も
の
」

と
い
う
過
去
の
考
え
方
が
あ
ま
り
に
も
強

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
発
想
を
変
え
ら
れ
ず
、

い
ま
だ
に
政
治
が
目
指
す
も
の
は
「
今
の
自

分
た
ち
の
た
め
の
富
の
分
配
」
で
あ
り
、
赤

字
国
債
な
ど
に
頼
る
結
果
、
子
孫
に
負
担
を

強
い
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

21
世
紀
に
な
っ
て
、
は
や
10
年
、
こ
れ
か

ら
の
常
識
は
「
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活

か
し
て
、
子
孫
の
た
め
に
持
続
可
能
な
社
会

を
ど
う
創
る
か
」と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、国
、

地
方
を
問
わ
ず
、
そ
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
総
合
振
興
計
画
の
将
来
像
に
掲
げ

て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
は
、
そ
の
た
め

の
も
の
で
す
。
本
市
は
、
今
後
と
も
、
よ
り

一
層
の
事
業
の
見
直
し
を
図
り
、
真
に
そ
の

事
業
が
必
要
か
ど
う
か
を
精
査
し
、
時
代
に

先
駆
け
る
行
政
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

【
予
算
編
成
の
基
本
的
考
え
方
】

　

景
気
の
低
迷
や
雇
用
の
不
安
定
等
に
よ
り
、

個
人
市
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
市
税
収
入
な

ど
の
自
主
財
源
が
減
少
し
て
お
り
、
地
方
交

付
税
や
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の
依
存
財
源

に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
、
大
変
厳
し
い
財
政

状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
23
年
度
の
予
算
編

成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
本
庄
市
総
合
振
興

計
画
の
基
本
構
想
に
掲
げ
ら
れ
た
将
来
像
の

実
現
に
向
け
て
、
各
施
策
の
意
義
、
目
的
、

効
果
等
を
念
頭
に
置
き
、
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
基
準
と
し
、
事
業

を
選
択
し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
税
等
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る

財
政
状
況
下
に
あ
る
た
め
、「
本
庄
市
行
政
改

革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
歳
出
の
節
減
合
理
化

や
特
別
会
計
の
収
支
適
正
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
国
や
県
の
交
付
金
事
業
等
を
効
果
的

に
活
用
し
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
に

努
め
る
こ
と
と
し
、
財
政
指
数
の
改
善
な
ど
、

財
政
健
全
化
を
考
慮
し
た
予
算
編
成
と
し
ま

し
た
。

★
財
政
課
☎
�
１
１
６
３

　

平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
総
合
振
興
計
画
に
定
め
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
将

来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

１　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

２　

活
力
あ
る
経
済
基
盤
づ
く
り

　

３　

心
豊
か
で
健
や
か
な
人
づ
く
り

　

４　

市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

５　

全
国
に
知
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
基
準
に
事
業
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
景
気
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
市
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
将
来
に
向

け
持
続
可
能
な
自
治
体
と
し
て
、
行
財
政
改
革
の
推
進
、
財
政
健
全
化
を
考
慮
し
て
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

４
４
２
億
８
、
７
５
０
万
円
（
前
年
度
比
１
・
２
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。歳入

250億
7,800万円

市税
100億
9,677万円
（40.3％）

その他　8億1,814万円（3.2％）

繰越金　５億9,200万円（2.4％）
　分担金及び負担金　4億9,765万円（2.0％）
　　諸収入　４億2,593万円（1.6％）
　　　地方譲与税　3億1,500万円（1.3％）
　　　　使用料及び手数料　
　　　　　２億4,153万円（1.0％）
　　　　　地方特例交付金
　　　　　　１億4,900万円（0.6％）
　　　　　　その他　2億5,922万円（1.0％）

県支出金　15億1,389万円（6.0％）
地方消費税交付金　7億3,000万円（2.9％）

地方交付税
38億5,000万円
（15.4％）

国庫支出金
36億9,251万円
（14.7％）

市債
27億1,450万円
（10.8％）

総額　123,821円
市民１人当たりが負担する市税※

※平成23年１月１日現在の人口（81,543人）をもとに計算

一 般 会 計　　予算の構成

市民税
51,351円

固定資産税
57,939円

都市計画税
7,250円

市たばこ税
5,462円

軽自動車税
1,819円

総額442億　 8,750万円 一般会計 
特別会計
企業会計

7,800万円
3,498万円
7,452万円

250億
163億
 28億

平
成
２3
年
度
当
初
予
算
の
概
要

本庄市長
吉　田 　信　解



前年度予算との比較
平成22年度 437億7,297万円
平成23年度 442億8,750万円

会計別予算

区 分 予 算 額 増減率

一 般 会 計 250億7,800万円 △0.6％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 会 計 86億914万円 1.4％

公 共 下 水 道 事 業 会 計 23億561万円 △3.0％

住 宅 資 金 貸 付 事 業 会 計 912万円 △3.5％

児玉南土地区画整理事業会計 2億3,845万円 △10.1％

農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 1億441万円 18.4％

介 護 保 険 会 計 44億6,518万円 12.3％

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 6億307万円 △5.5％

企業会計 水 道 事 業 会 計 28億7,452万円 10.5％

合 計 442億8,750万円 1.2％

※水道事業会計は、収益的支出及び資本的支出で集計

3 平成23年４月１日号
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250億
7,800万円

歳出

その他　8億1,814万円（3.2％）

農林水産業費　4億8,017万円（1.9％）

消防費　10億4,991万円（4.2％）

衛生費　15億110万円（6.0％）

民生費
100億
3,283万円
（40.0％）

総務費
33億216万円
（13.2％）

土木費
31億317万円
（12.4％）

教育費
25億7,417万円
（10.3％）

公債費
22億1,635万円
（8.8％）

総額　307,543円
市民１人当たりに使われるお金※

※平成23年１月１日現在の人口（81,543人）をもとに計算

一 般 会 計　　予算の構成

民生費
123,037円

総務費
40,496円

土木費
38,056円

教育費
31,568円

公債費
27,180円

衛生費
18,409円

その他
28,797円

総額442億　 8,750万円
23年度予算（一般・特別・企業会計をあわせて）


